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 背景：頻拍性不整脈に対する高周波カテーテルアブレーション (Radio-frequency catheter ablation: 
RFCA) は、現在では確立された治療法であるが、熱依存性のシステムであることに由来するいくつかの問題
点が存在する。不十分な深達度、不要な内膜損傷による血栓塞栓症、遷延する炎症による不整脈再発などであ
る。これらの問題点を解決するため、我々の研究室では、非熱依存性の新規治療である衝撃波アブレーション
(Shock wave catheter ablation: SWCA) システムの開発を行っており、以前の検討にて内膜の損傷が軽度で、
早期の線維化、病変固定を呈する 2mm深度の病変形成が可能であること、および房室結節アブレーションに
より電気生理学的な有効性について報告している。しかし、2mm深度の病変形成では臨床応用に十分とは言
い難かった。今回、衝撃波の出力を強化することに成功した改良版 SWCAシステムの性能を評価した。 
 
方法と結果：合計 35頭の家畜ブタを用いて、以下のプロトコールに従い心室筋に照射し評価を行った。 (1) 心
外膜アプローチ(17頭): 高出力SWCAによる損傷深度を評価し、5.2±0.9 mm (35か所)の深達度を達成した。
また、衝撃波出力と深達度には強い正の相関関係が認められた(R=0.80, P<0.001, 54か所)。 (2) 心内膜アプ
ローチ (6 頭): 心内膜損傷の程度を 2 つのエネルギー源で比較し、走査電子顕微鏡で評価した(各群 8 か所)。
SWCAは RFCAと比較し内膜損傷が明らかに軽度であった(4.2±1.2 vs. 79.6±4.8%, P<0.01)。(3) 生存実験 
(12頭): アブレーション部位の治癒過程について検討を行った(各 6頭)。SWCA による損傷部位では、血流の
維持と血管新生により炎症が早期に終息し治癒が促進されていた。 
  
結論:これらの結果から、SWCA は RFCAと比較して内膜損傷の軽減、早い組織治癒過程、および深い深達度
を有している事を示した。 
